
実現方策の検討について

湯沢市 建設部 上下水道課
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第１回懇談会の主な意見、提案
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第１回懇談会の主な意見、提案
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第２回懇談会の主な意見、提案
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第３回懇談会の主な意見、提案
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第３回懇談会の主な意見、提案
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第４回懇談会の主な意見、提案
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下水道ビジョン策定の進め方について

下水道事業の課題整理
■ 現状から見えてくる課題の分類と整理

下水道の将来像と実現方策の検討
■ 施策目標と実現方策の設定

8

基本理念と基本方針の設定
■ 下水道事業の将来像

下水道ビジョンの策定

下水道ビジョンの策定について、スケジュール確認
■ 下水道事業の現状と課題

令和５年度
意見聴取済

令和６年度
意見聴取



下水道ビジョンの位置付け
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人

目

◎ 下水道ビジョン計画期間：令和７年度から令和１７年度まで（１１年間）◎ 下水道ビジョン計画期間：令和７年度から令和１７年度まで（１１年間）

下水道ビジョン計画期間が11年間
なのは、湯沢市生活排水処理整備
構想や、公共下水道事業全体計画
の目標年次を令和17年度としてい
ることから、計画期間の整合を
図ったものである。
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下水道事業の将来像

安全なくらしを
守る下水道

基本理念

基本理念と基本方針の設定

持続可能な下水道事業を目指す将来像として、
下水道ビジョンの「基本理念」と「基本方針」を下記に示します。

将来にわたり

持続する下水道
快適なくらしを
支える下水道

未来へつなぐ 湯沢のきれいな水環境

基本方針

「施策目標と実現方針」
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下水道事業の将来像を実現するため、基本方針に基づく施策目標と実現方策の方向性を検討します

（１）実現方策の方向性の検討

基本方針 施策目標の方向性 実現方策の方向性

快適な
くらしを
支える
下水道

① 経営基盤の強化

② SDGs連携、脱炭素社会
DX推進の方向性検討

③ 下水道事業の理解促進

④ 下水道施設の健全化

⑤ 下水道施設の強靭化

⑥ 危機管理体制の強化

⑦ 水環境の保全

⑧ 下水道施設の効率化

⑨ 下水道業務の効率化

安全な
くらしを

守る
下水道

将来に
わたり

持続する
下水道

○経営健全化に向けた財源の確保
○アセットマネジメントの実践

○資源・エネルギーの有効活用

○市民への啓発活動の実施

○計画的な点検・調査・修繕の実施
○下水道台帳等の整備
○改築・更新費用の平準化

○自然災害への対策

○防災・減災の推進
○関係機関との連携強化

○適切な処理施設の管理
○適正な放流水質の維持

○処理区の実情に応じた整備手法
の検討

○官民連携の拡充
○広域化・共同化への参画

未
来
へ
つ
な
ぐ
湯
沢
の
き
れ
い
な
水
環
境

上
下
水
道
事
業
懇
談
会
委
員
の
意
見

基
本
理
念
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【施策目標の方向性】 ① 経営基盤の強化

経営戦略（アセットマネジメント）の観点で、将来の財政収支
を見通しながら下水道事業を持続させる取り組みを進めます。

下
水
道
使
用
料
収
入
と

水
洗
化
人
口
の
将
来
予
測

再掲
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国土交通省 ： 下水道事業のストックマネジメント実施に
関するガイドライン（令和４年３月改定）

図1-1 下水道事業におけるストックマネジメントと
アセットマネジメントのイメージ

【施策目標の方向性】 ① 経営基盤の強化

●施設管理、施設増設、統廃合、地震対策、浸水対策、耐水化
合流改善、高度処理、地球温暖化対策 等

サービス水準

【施設情報システム】 【全施設を対象とした施設管理】

ストックマネジメント（施設管理）

●リスク評価
●施設管理の目標設定
●⾧期的な改築事業のシナリオ設定
●点検・調査及び修繕・改築計画の策定
●点検・調査及び修繕・改築の実施

●基本諸元
●点検・調査及び

修繕・改築結果等

●使用料、減価償却費、起債等の
中⾧期的な見直し 等

●組織体制の整備
●維持管理の広域化
●民間委託の活用 等

（経営管理） （執行体制の確保）

ストックマネジメント
（モノのマネジメント）

アセットマネジメント

資金（カネ）のマネジメント

人材（ヒト）のマネジメント

ストックマネジメントの他に、「資金（カネ）の
マネジメント」と、「人材（人）のマネジメン
ト」を加えたものがアセットマネジメント

アセットマネジメント



化学肥料の製造、
流通による
温室効果ガス

【施策目標の方向性】
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下水道処理施設汚泥資源化事業への参画、ゼロカーボン推進
など、資源・エネルギーの有効活用を進めます。

出典：秋田県県南広域汚泥資源化事業

② SDGs連携・脱炭素社会
・DX推進の方向性検討

出典：BISTRO下水道戦略チーム

下水汚泥の
処理等

（下水汚泥の
焼却等） 下水道汚泥の

コンポスト化
等

製品輸送

散布

採掘 ・ 輸送
海上輸送

肥料、肥料製造

製品輸送

散布

下水道由来の肥料を化学肥料
の代替として利用した場合

下水道由来の肥料を化学肥料
の代替として利用しない場合

下水道汚泥の
処理等による
温室効果ガス
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下水道事業の必要性を市民に伝える啓発活動により、水洗化
率向上に努めます。

市内小学生に対する出前講座の様子

事業名称 R2 R3 R4 R5

公 共 68.5％ 70.7％ 71.5％ 72.3％

特 環 64.7％ 66.0％ 66.7％ 67.7％

農 集 62.6％ 64.6％ 65.1％ 65.9％

特 排 100％ 100％ 100％ 100％
合併処理浄化槽
補助金チラシ

公営企業会計移行後の事業別水洗化率の推移

【施策目標の方向性】 ③ 下水道事業の理解促進
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処理施設や管路の点検・調査を年次計画で行う他、下水道台帳
システムの整備を順次拡大するなど、デジタル化を推進します。

T

公共下水道管路 布設年次

処理区、建設年度、幹線、枝線、管口径、埋設深、
⾧さ、勾配等のデータを管理

湯沢浄化センター湯沢浄化センター

湯沢市下水道事業
ストックマネジメント基本計画
【管路編】 （湯沢処理区）

【施策目標の方向性】 ④ 下水道施設の健全化
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耐震基準を満たしていない処理施設の耐震診断を検討する
他、必要な非常用発電設備などの整備を進めます。

稲川浄化センター 可搬式発電機

L=32.7km

【施策目標の方向性】 ⑤ 下水道施設の強靭化

【下水道管路】
総延⾧ 約 211.3 km
H9以前施工延⾧ 約 32.7 km
耐震設計率 84.48％
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【施策目標の方向性】 ⑥ 危機管理体制の強化

定期的な訓練の実施や災害協定の締結等、関係機関との連携を
強化して、自然災害への対策を推進します。

マンホールポンプ場 非常用電源接続訓練の様子県南環境保全センター ： 災害時対策マニュアルより抜粋
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適切な処理施設の管理を行い⾧寿命化を図りながら、適正な放
流水質を維持することで、きれいな水環境と快適な生活環境を
守ります。

【施策目標の方向性】 ⑦ 水環境の保全
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事業効果を評価・検証し、整備手法の見直しを進めます。

令和５年度に湯沢市公共下水道
全体計画を変更

湯沢市生活排水処理整備構想 （令和２年度策定）

【施策目標の方向性】 ⑧ 下水道施設の効率化
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平成30年10月、山田中央地区の
排水処理施設を廃止し、山田東部
に統合した。

（旧）山田中央浄化センター

【施策目標の方向性】 ⑧ 下水道施設の効率化

将来水量予測に基づく処理施設の更新時期を把握し、適正な
規模を検討した上で、ダウンサイジング等に取り組みます。
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下水道事業に携わる人材不足を補うため、官民連携や広域
化・共同化の効果を検証し、業務の効率化を進めます。

秋田県県南地区広域汚泥化資源化事業による汚泥の集約

【施策目標の方向性】 ⑨ 下水道業務の効率化

◇包括的民間委託の
下水道処理場（５ヶ所）

湯沢市



23

下水道ビジョン策定のスケジュール
（令和６年度）について

年
度

R
６

月 ４
月

5
月

6
月

7
月

8
月

９
月

10
月

11
月

12
月

1
月

２
月

3
月

上
下
水
道
懇
談
会

① ② ③

上
下
水
道
課

第１回（7/9）
〇委嘱状交付
〇下水道ビジョンの

策定について
（実現方策の方向性の

検討について）
〇意見聴取

第２回（8/30）
〇下水道ビジョンの

策定について
（施策目標と実現方策

について）
○意見聴取

第３回（10/11）
〇下水道ビジョン（案）

について
〇意見聴取

素
案
の
作
成

修
正
案
の
作
成

最
終
案
の
作
成

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

全
員
協
議
会

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定


